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消防・防災 フォトレポート

自衛隊の装備品を説明

大規模地震を想定して訓練を実施

９月１日　町総合防災訓練

① ④

②

③

①毛布と物干しざおを使った簡易担架作りを見

　学する参加者

②参加者で簡易担架作りを実践

③ビニール袋を使った三角巾作りの講習

④訓練用消火器を使った消火訓練

 　 　 総 合 防 災 訓 練 が９月１日、

 　 　 町 内 全 域 で 行 わ れ 約2000

人が参加しました。

　 訓 練は、東 海 地 震 など の 大 規

模地震が 突発的に 発生し たこと

を 想定し て実施 され、各地区 や

自主防災会では、町消防団 や防

災士の協力のもと 消火器訓練 や

情報伝達訓練、避難地の確認な

どを 行い、いざ と い う時に 備え

て訓練を実施しました。

　西小学校体育館で行 われ た自

衛隊と の 共同訓練では、毛布と

物干しざ おで簡易担架を 作 る応

急救護訓練 や訓練用の消火器を

使 った消火訓練、人命救助に 使

用する自衛隊装備品の展示説明

が行われました。

町

③

④

⑤

①操作はじめ！火点に向かって全力疾走！

②県大会へ出場した町消防団第3分団(浜・笹原)

③操法の開始を力強く宣言

④節度ある動作、迅速な行動

⑤火点の的を射ぬき、放水やめ！
②

ホースを延ばし放水する選手

県大会で規律やタイムを競う

９月13日 県消防操法大会

①

　　 消防操法大会が9月13日、

　　 県消防学校で行われ、県内

各支部を 代表する14市町の消防

団がポンプ 車操法と 小型ポンプ

操法に 分 かれ、規律 やタ イムを

競いました。

　町からは賀茂支部を代表して、

町消防団第３分団(浜・笹原)が小

型ポンプ操法の部で出場しました。

入賞は逃したものの、８月３日から

約１ヶ月に渡る訓練を重ねた選手

たちは、大会までの道のりを共

に歩んだ関係者の思いを胸に、

全力を尽くして健闘しました。出

場選手は以下のとおり。

指揮者：鈴木進也、1番員：遠藤健司、

2番員：稲葉研太、3番員：村木竜也、

補助員：大坪卓也

県

３



news

秘
訣
は「
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
」

町
内
の
百
歳
以
上
は
11
人
に

百
歳
以
上
の
長
寿
者
を
表
敬
訪
問

河
津
桜
守
人
育
成
講
座
が
開
講

　

相
馬
宏
行
町
長
と
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
河
津
の
相
馬
理
雄
会
長
、
吉
野

康
男
副
会
長
は
、
敬
老
の
日
を
前

に
町
内
在
住
の
百
歳
以
上
の
長
寿

者
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
に
は
、
今
年
度
新
た

に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
鈴
木
き
ぬ

さ
ん
（

100
歳
）
＝
笹
原
＝
に
お
祝

金
と
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝

　

町
は
９
月
14
日
、
河
津
桜
保
護

育
成
計
画
に
基
づ
く
、
河
津
桜
守

人
育
成
講
座
の
開
講
式
を
町
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
相
馬
宏
行
町
長

が
「
熱
意
あ
る
皆
さ
ん
の
力
を
借

り
て
、
発
祥
の
地
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
、
河
津
桜
を
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
町

職
員
か
ら
河
津
桜
発
祥
の
地
と
し

て
進
め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
や
河
津
桜
守
人
認
定
制
度
の
事

い
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
長
寿
の

秘
訣
を
「
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
、
飯
田
こ
と
さ
ん
（

100
歳
）

＝
上
佐
ヶ
野
＝
、
石
井
あ
き
さ
ん

（
101
歳
）
＝
縄
地
＝
、
加
藤
あ
き

江
さ
ん
（

101
歳
）
＝
縄
地
＝
、
黒

田
は
ま
さ
ん
（
101
歳
）
＝
下
峰
＝
、

野
田
と
り
さ
ん
（

101
歳
）
＝
逆
川

＝
、
渡
邊
久
子
さ
ん
（

101
歳
）
＝

田
中
＝
、
片
岡
梅
雄
さ
ん
（
102
歳
）

＝
湯
ヶ
野
＝
、
菊
池
ひ
さ
さ
ん

（
102
歳
）
＝
田
中
＝
、
古
山
正
代

さ
ん
（

102
歳
）
＝
上
佐
ヶ
野
＝
、

萩
原
志
げ
さ
ん (

102
歳) 

＝
下
佐
ヶ

野
＝
の
10
人
に
は
、
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
町
敬
老
事
業
と
し
て
、

今
年
度
米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え
ら

れ
る
60
人
に
、
町
か
ら
記
念
品
の

お
米
券
が
贈
ら
れ
、
町
助
成
事
業

と
し
て
各
地
区
主
催
の
敬
老
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

業
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
後
、
町
の
河
津
桜
植
栽

に
当
初
か
ら
携
わ
っ
た
吉
田
重
好

さ
ん
＝
下
峰
＝
を
講
師
に
迎
え
、

「
河
津
桜
の
歴
史
と
特
徴
」を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
い
、
参
加
者
は
メ

モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
後
半
は
、
沢
田
地

区
内
の
ト
リ
ム
コ
ー
ス
沿
い
に
植

栽
さ
れ
て
い
る
河
津
桜
の
剪
定
実

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
習
や
実
習
な
ど

計
10
回
の
講
座
を
経
て
、
３
月
18

日
に
予
定
し
て
い
る
閉
講
式
で
初

代
河
津
桜
守
人
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

問　

産
業
振
興
課

　
　
　


（
３
４
）
１
９
４
６

　

河
津
中
学
校
陸
上
部
に
所
属
す

る
山
崎
駆
さ
ん
＝
笹
原
＝
（
第
37

回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
２

０
０
ｍ
第
３
位) 

、
東
伊
豆
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
加
藤

礼
央
さ
ん
＝
浜
＝
（
第
13
回
県
ヤ

ン
グ
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
）
が
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、

相
馬
宏
行
町
長
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
相
馬

町
長
は
、「
皆
の
見
本
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

河
津
桜
の
保
護
育
成
を
担
う

河
津
中
学
校
３
年
生

news

ス
ポ
ー
ツ
の
活
躍
を
報
告

東海大会3位の成績を収めた
山崎さん(写真左)とクラブチー
ムの県大会優勝を報告する加
藤さん（写真下）

今年100歳を迎えた鈴木さん(前列左)と101歳の野田さん(前列右)

吉田さんの説明に耳を傾ける参加者

start

news
and
info

か
け
る

れ　

 

お

４

納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　

県
と
県
内
の
市
町
は
、
11
月
と

12
月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

と
位
置
づ
け
、
県
と
市
町
が
共
同

で
滞
納
整
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
は
、
福
祉
・
教
育
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納
期

ま
で
に
納
め
て
い
な
い
税
金
が
あ

る
人
は
、
早
め
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

安
心
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

税
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
納
期
限

日
に
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
振

替
が
で
き
る
た
め
、
納
め
忘
れ
が

な
く
安
心
で
す
。
町
民
生
活
課
と

町
指
定
金
融
機
関
に
あ
る
口
座
振

替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

金
融
機
関
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

町
税
を
滞
納
す
る
と
・
・
・

　

町
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
町
税

を
納
め
な
い
人
に
「
督
促
状
」や
「
催

告
書
」
の
送
付
、
電
話
に
よ
る
納

付
依
頼
な
ど
を
行
い
、
自
主
的
な

特
に
高
齢
者
は
肺
炎
な
ど
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
、
重
症
化
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

対
象
者

①
接
種
当
日
に
65
歳
以
上
の
人

（
昭
和
26
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
障
が
い
、
ヒ
ト
免
疫
機
能
障
が

い
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程

度
の
疾
患
を
持
つ
人

実
施
期
間

10
月
１
日
～
平
成
28
年
１
月
10
日

自
己
負
担
金

２
千
円
（
接
種
料
か
ら
自
己
負
担

金
を
差
し
引
い
た
金
額
を
町
が
負

担
し
ま
す
）

接
種
方
法

予
防
接
種
を
行
う
際
は
、
事
前
に

医
療
機
関
へ
予
約
し
、
接
種
予
診

票
（
個
別
通
知
同
封
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

町
で
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
以

外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
保
健
福
祉
課
健
康
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
健
康
係

　
　
　
　


（
３
４
）
１
９
３
７

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
は
９
月
14

日
、
県
の
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
す

る
作
品
選
考
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
特
選
と
入
選
作
品
を
県

の
選
考
会
に
出
品
し
ま
す
。
受
賞

作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
生
の
部
】
特
選
・
鈴
木
陽

亮
さ
ん (

東
小
６
年) 

、
入
選
・
島

崎
千
昌
さ
ん (

同) 

、
及
川
寧
々
さ

ん (

同) 

、
植
田
智
之
さ
ん (

同) 

、

高
川
蒼
汰
さ
ん
（
南
小
４
年
）

【
中
学
生
の
部
】
特
選
・
松
本
瑠

那
さ
ん (

河
津
中
１
年) 

、
入
選
・

石
井
実
玖
さ
ん (

同) 

、
鈴
木
曜
さ

ん (

同) 

、
山
本
絵
莉
那
さ
ん (

同
）

明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け

news

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
急
な
発

熱
や
全
身
の
倦
怠
感
、
関
節
の
痛

み
な
ど
を
特
徴
と
す
る
感
染
症
で
、

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

info

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

11
月
12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

info

特選に選ばれた鈴木陽亮さん

の作品(左) と松本瑠那さんの

作品(下)

納
付
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
滞
納

す
る
と
、本
来
の
税
額
の
ほ
か
に
「
督

促
手
数
料
」
や
「
延
滞
金
」
も
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
な
理
由
が
な
く
納

税
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
滞
納

者
に
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た

人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
財

産
（
給
与
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、

不
動
産
な
ど
）
の
差
し
押
え
や
住

居
そ
の
他
の
捜
索
が
行
わ
れ
ま
す
。

納
税
に
困
っ
た
ら
相
談
を

　

災
害
や
盗
難
被
害
、
本
人
や
家

族
の
病
気
、
事
業
の
廃
止
や
失
業

な
ど
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
が
で

き
な
い
場
合
は
、
町
民
生
活
課
徴

収
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
分
割

納
付
や
一
定
期
間
の
納
税
猶
予
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
相
談

日
時
▼
月
曜
日
～
金
曜
日　

８
時

　
　
　

15
分
～
17
時
（
祝
日
・
年

　
　
　

末
年
始
を
除
く
）

場
所
▼
町
民
生
活
課
徴
収
係

　
　
　

役
場
１
階
②
番
窓
口

問　

町
民
生
活
課
徴
収
係

　
　
　
　


（
３
４
）
１
９
２
８

予防接種をして重症化を防ぎましょう

５



　町主催の鮎の友釣り大会「第3回河津川鮎レディス&

ペアフェスティバル」が8月22日と23日、河津川で開

催され、首都圏を中心に男女18組が参加しました。河

津川非出資漁業協同組合（島崎光夫組合長）が大会運

営を行い、連日大会参加者で河津川がにぎわいました。

初日の競技終了後に開かれた交流会では、和気あいあ

いと互いに釣果を報告し、親睦を深めました。

働くことの大切さを学ぶ
町商工会　職人への道

鮎の友釣りで親睦深める
河津川鮎レディス＆ペアフェスティバル

　子育てサークル「くれよんくらぶ」(石橋ひろみ代

表) のこども縁日が8月26日、町保健福祉センターふれ

あいホールで行われ、多くの子どもや家族連れでにぎ

わいました。さまざまな動物が現れるもぐらたたきや

おもちゃの金魚すくいなど、サークルスタッフと町放

課後児童クラブの児童が趣向を凝らした露店を多数出

店し、子どもたちは歓声を上げて楽しんでいました。

もぐらたたきに大歓声
くれよんくらぶ　こども縁日

くぎ打ちに取り組む子どもたち

　町商工会青年部の「第４回職人への道」

が8月29日、西小学校で行われ、町内の幼

児や小学生約40人が参加し、土木重機の操

作や大工仕事、水道工事、左官仕事を体験

しました。町内にあるさまざまな職種や事

業所を知ってもらおうと開催し、毎年好評

のイベントです。子どもたちは、くぎ打ち

や左官仕事の上塗り、蛇口の取り付けなど、

真剣な表情で各種体験に取り組み、働くこ

との楽しさや大切さを学びました。

2日目に行われたレディス部門

もぐらたたきを楽しむ子ども

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

６

楽しげに勉強に取り組む児童

湯ヶ野地区の花壇

　かわづ花の会 (長田茂雄会長) は8月26日、町内花壇コ

ンクールを開催しました。地区の代表者が各花壇を審

査し、最優秀賞には湯ヶ野地区 (上河津農協前花壇) 、

優秀賞には筏場地区(県道沿い花壇) 、田中地区(田中親

水公園花壇) が選ばれ、下佐ヶ野地区 (佐ヶ野橋付近花

壇) が町長賞を受賞しました。最優秀賞と優秀賞に選ば

れた3地区は､11月の県花緑コンクールに出展されます。

最優秀賞は湯ヶ野地区
かわづ花の会　町内花壇コンクール

　西小学校で9月3日から5日まで、参加を希望した3年

生以上35人が通学合宿を行いました。共同生活から社

会性を学んでもらおうと保護者が実行委員会を組織し、

毎年開催しています。湯ヶ野地区にある踊り子荘に宿

泊し、初日は各部屋で上級生が下級生の宿題を見て、

楽しげに勉強会を実施しました。夕食は保護者が作っ

たカレーライスを食べ、他学年との交流を深めました。

社会性や思いやりの心を
西小学校で通学合宿

流しそうめんなど、多彩な露店でにぎわう会場

披露に向けて練習に励む参加者

　町商工会女性部 (土屋百合子部長) は南小学校で9月6

日、参加を希望した町民を対象に「町新生総おどり花

こよみ」の振り付け練習を行いました。参加者は、講

師の大川ひとみさん＝東伊豆町＝から基本動作を学び、

約1時間30分の練習に汗を流しました。同女性部は、

河津町民体育大会での踊り披露を目標に、計4回の振

り付け練習を予定し、踊りの普及に努めています。

踊りの普及に振り付け練習
町商工会女性部「町新生総おどり花こよみ」練習

　町観光協会と河津桜観光交流館は9月13日、交流館

前の駐車場で感謝祭を開催し、多くの来場客でにぎわ

いました。たこ焼きや流しそうめん、河津グルメの

「河津泣きめし」などを販売する露店が出店し、子ど

もたちはヨーヨーつりなどを楽しんでいました。ステー

ジでは、4団体が町新生総おどりやダンス、太鼓、サッ

クスとギターの演奏を披露し、会場を盛り上げました。

多彩な露店とステージで大盛況
河津桜観光交流館　感謝祭

７



新着図書案内

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.150
Ｈ27.10

【開館時間】
　9：00～18：00 土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

日 月 火 水 木 金

７

14

21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

15 16 17

18 19 20

８ ９ 10

11 12 13

１ ２ ３

４ ５ ６

土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　10月

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
幼児向け   14時30分～    

10月11・18・25日
(日曜日)

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分
 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

10月8・15・22・29日
(木曜日)

　幼児向け　14時30分～15時
10月8日

(第2木曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
　変更がある場合は、図書館に掲示します。

ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

鬼神の如く 葉室　麟 新潮社

岳飛伝14　撃撞の章 北方　謙三 集英社

繭と絆　冨岡製紙場ものがたり

あっ！命の授業

資格取り方選び方全ガイド　2017年版

植松　三十里

ゴルゴ松本

文藝春秋

高橋書店

廣済堂出版

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

くすのきだんちのあきまつり ひかりのくに

がっこうのおばけずかん
おばけにゅうがくしき

斉藤　洋/作
宮本　えつよし/絵

大島　渚/文
伊藤　秀男/絵

武鹿　悦子/作
末崎　茂樹/絵

講談社

タケノコごはん

飛行士と星の王子さま
サン＝テグジュペリの生涯

動物と話せる少女リリアーネ
スペシャル3

タニヤ・シュテーブナー/著
中村　智子/訳

ピーター・シス/文・絵
原田　勝/訳

ポプラ社

学研教育出版

徳間書店

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と　き：10月29日(木）13時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成27年6月生まれの赤ちゃん

「いつだって、読書日和」10/27～11/9は秋の読書週間です

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

     小学生向け　15時50分～16時20分
10月7・14・21・28日

(毎週水曜日)

　今年の秋の読書週間のキャッチフレーズは、

「いつだって、読書日和」です。

大人の「図書館へ行こうカード」を配布

　カウンターでカードを配布します。本の貸し

出し時にカードを提示してください。スタンプ

３つで粗品を差し上げます。（11月30日まで）

今年上半期ベストリーダー

　平成27年度上半期(4月～9月)、文化の家図書館でのベストリーダー

（たくさん読まれた本やＤＶＤ）を紹介します。

一般書

・火花 / 又吉　直樹

・精鋭 / 今野　敏

・嫌われる勇気 / 岸見　一郎

児童書

・トミカコレクション　・ちいさなちいさなおかしのまち / さかい　さちえ

・クレヨンからのおねがい！ / ドリュー　デイウォルト

ＤＶＤ

・トムとジェリー　　・チップとデール　　・耳をすませば

大人のための読書会
日　時　11月7日(土）10時～　会　場　町立文化の家図書館　生涯学習室

講　師　鈴木　基　氏（河津中学校前校長）

随時、申し込みを受け付けています。詳しくは町立文化の家図書館へ。

「クレヨンからのおねがい！」「精鋭」

フ シュレッ
312

漁協で働く
スポーツマン！！

根本　和音さん
ねもと　かずね

田中

19歳　A型　やぎ座

伊豆漁業協同組合　勤務

　

今
回
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
、

優
し
さ
が
伝
わ
る
笑
顔
と
鍛
え

抜
か
れ
た
大
き
な
体
が
印
象
的

な
根
本
和
音
さ
ん
で
す
。「
地
元

で
働
き
た
い
」
と
い
う
強
い
気

持
ち
か
ら
、
高
校
を
卒
業
後
、

伊
豆
漁
業
協
同
組
合
に
就
職
し
、

現
在
下
田
の
支
所
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
仕
事
は
、
種
類
や
大
き

さ
ご
と
に
魚
を
仕
分
け
た
り
、

買
い
付
け
に
来
た
業
者
さ
ん
へ

伝
票
を
作
成
し
た
り
し
て
い
ま

す
。「
魚
を
買
っ
て
く
れ
た
人
に

安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
衛
生
面
と
魚
の
品
質
管
理

を
特
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
こ

と
を
覚
え
て
、
仕
事
の
幅
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
日
々

の
心
が
け
と
目
標
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
、
高
校
で
は
レ
ス
リ
ン
グ

部
に
所
属
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
の
和
音
さ
ん
。
高
校
で
は

県
大
会
で
準
優
勝
し
、
全
国
大

会
に
出
場
し
た
実
力
の
持
ち
主

で
す
。
ま
た
４
月
か
ら
は
町
消

防
団
に
入
団
し
、
田
中
地
区
同

志
会
の
活
動
と
と
も
に
、
地
域

の
活
動
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

朝
が
早
い
仕
事
を
し
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
に

貢
献
し
、
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
意
欲
的
な
和
音
さ
ん
の
更
な

る
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
取
材
】
渡
邉
紀
和
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

勉強に励む山城さん

強く、誰からも信頼される
警察官を目指して

山城　美結さん
やましろ　みゆう

川横

河津中学校3年

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
警
察
官

に
な
る
こ
と
で
す
。
小
学
校
２

年
生
の
時
か
ら
稲
取
の
空
手
道

場
へ
通
い
、
空
手
の
先
生
が
自

分
の
息
子
さ
ん
に
つ
い
て
話
を

し
て
く
れ
た
こ
と
が
こ
の
夢
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で

す
。
息
子
さ
ん
の
話
を
聞
く
う

ち
に
憧
れ
を
抱
き
、
警
察
官
と

い
う
職
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
私
も
警
察
官
に
な
り

た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

　

今
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番

組
で
、
女
性
や
子
ど
も
が
被
害

に
遭
う
事
件
を
多
く
見
ま
す
。

女
性
や
子
ど
も
が
危
険
な
目
に

遭
う
よ
う
な
場
所
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
犯

罪
の
な
い
平
和
な
町
づ
く
り
が

重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私

が
警
察
官
に
な
っ
た
ら
、
毎
日

の
見
守
り
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、

ま
ず
は
勉
強
で
す
。
今
、
勉
強

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
志
望
校

の
下
田
高
校
へ
行
き
、
大
学
へ

進
学
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

ま
た
、
警
察
官
は
人
を
守
る

こ
と
が
仕
事
で
す
。
人
を
守
る

た
め
に
、
時
に
は
犯
人
の
前
に

立
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
の
私
は
、
自
分
を
守
る
た
め

に
空
手
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
人
を
守
る
た
め
に

空
手
の
稽
古
を
続
け
、
強
く
、

誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
警
察
官

に
な
る
夢
を
実
現
し
た
い
で
す
。
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保健のお知らせ

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　10月19日(月)

　　　　13時30分～15時30分

　　　　11月2日(月)

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　11月10日(火)

　　　　9時30分～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

　　　　歯科相談、フッ素塗布(希望者)

持ち物　母子健康手帳

■のびのび発達検査（要予約）

日　時　11月30日(月)

場　所　保健福祉センター相談室

　２カ月に１回、児童相談所心理司に

よる精神発達精密検査と個別相談を行っ

ています。子どもの言葉の発達やしつ

けなどで心配なことがある人、利用し

たい人は、保健福祉課まで連絡してく

ださい。

■出張健康相談・健康講話

　保健師が、地域のグループの会合な

どに出向いて健康相談や講話を行いま

す。希望日の１カ月前までに保健福祉

課へ申し込んでください。

テーマ　血圧管理・メタボリックシン

　　　　ドローム対策・認知症の予防

　　　　など

●今月のテーマ

あなたは大丈夫？
ロコモチェックを
してみよう

保健福祉課　34－1937

2年に1度の
子宮頸がん検診を
受診しましょう

　子宮頸がん検診の受付は2月29

日までです。また、実施期間は

医療機関によって異なります。

詳しい日程や受診方法は今月中

にお知らせします。

【問い合わせ】

　　　 保健福祉課　34－1937

子宮頸がん検診のお知らせ
①20歳以上で今年度偶数歳の人
②昨年度子宮頸がん検診を受けていない人

平成27年11月～平成28年2月（医療機関によって異なります）

問診、子宮頸部の細胞診

1,300円（70歳以上は無料です）

伊豆今井浜病院 (河津町見高) 、伊豆東部総合病院 (東伊豆町稲取)

下田メディカルセンター (下田市6丁目) 、臼井医院 (下田市2丁目）

小川クリニック (下田市蓮台寺）

まずはロコモ度をチェックしてみよう

 (
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対　象

実施期間

場　所

内　容

負担金

１０

日時　10月25日(日)　９時30分～14時

場所　河津桜観光交流館駐車場

河津ふれあいまつり
まちのいいもの・魅力再発見

■出店予定

地場農産物の直売

河津特産品コーナー

とんとんコーナー（子どもたちの日曜大工）

健康コーナー（福祉関係団体の出店）

白馬村コーナー（姉妹都市）

商品半額交換市（サービス店会）

■ステージ予定

河津町新生総おどり「花こよみ」の披露

ダンス、音楽演奏など

恒例の伊豆の踊り子による投げもち

多彩な舞台発表(昨年）

勇壮な舞台発表(昨年）力作の数々を出品(昨年）

2015 秋のイベント in Kawazu

問 まちづくり推進課　34－1924１

日時　11月2日(月)～3日(火)

　　　9時30分～16時　最終日15時30分まで

場所　南小学校体育館

第34回河津町民文化祭

展示部門
多彩な作品が並びます

■出品予定

書道、水墨画、絵画、海藻おしば、押し花、手

芸、陶芸、工芸、短歌、俳句、生け花、版画、写

真、生涯学習講座の作品、お茶席（２日のみ）

体験コーナー（３日おもちゃ作り）など

日時　11月8日(日)

　　　12時～（11時30分開場）

場所　南小学校体育館

舞台部門
日ごろの練習成果を発表

■出演予定

歌謡、舞踊、子ども太鼓、バレエ、オカリナ演

奏、フラ、尺八、バンド演奏、河津中学校吹奏

楽、稲取高校吹奏楽、ストリートダンス、空手

演舞、南中ソーラン

問 町文化協会事務局　32－0070２

１１



　相馬町長と直接対話

できます。事前に電

話予約してください。

日　時　10月26日(月)

　　　　13時30分～

　　　　1人20分程度　団体不可

場　所　役場町長室

予約受付　10月19日(月)～23日(金)

問　まちづくり推進課　34－1924

　飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時　10月21日(水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　34－1932

　10月は里親月間です。里親制度は、

さまざまな事情で家族と生活できない

子どもを里親家庭に迎え入れ、温かい

愛情を持って育てていく制度です。関

心のある人はお問い合わせください。

問　賀茂児童相談所　24－2038

　県では10月を「ふじのくにスポーツ

推進月間」とし、県内各地でさまざま

なイベントを開催します。この機会に

スポーツを楽しみましょう。

問　県教育委員会　054－221－3287

日　時　10月21日(水)、11月4日(水)

　　　　10時～15時

場　所　保健福祉センター

　　　　ボランティア団体室

問　社会福祉協議会　34－1286

日時・場所　

10月22日(木)　河津町役場

11月  6日(金)　下田市役所（要予約）

9時30分～11時30分　13時～14時

問　町民生活課保険年金係

　　　　　　　　　　  　34－1932

（予約は下田市役所国保年金係22－

3922まで）

　検査前日､16時までに予約してくださ

い。白血球型を調べるための採血を行

います。

日　時　10月21日(水)　9時～12時

場　所　賀茂保健所1階　相談室

対　象　18歳から54歳(男性45kg以上、

女性40kg以上)の人

内　容　骨髄バンクについての説明、

問診、検査用血液の採取など(約30分）

問　賀茂保健所　地域医療課

　　　　　　　　　　  　24－2052

身近なこと生活相談へ

（8月1日～31日届出）

戸籍だより

※河津町民専用のフリーダイヤル番号

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます

　　　　　　　　　　　 ( 電話健康相談専門事業者への委託事業 )

相　談

あなたも里親になりませんか

10月はふじのくにスポーツ推進月間

今月のふれあい町長室

犬・ねこ引き取ります

日本年金機構出張相談

骨髄バンクドナー登録

お知らせ

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（9月1日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,633 人　　前月比（－９)

3,688 人

3,945 人

3,307 世帯　前月比（ー１）
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 ◆今月の納税◆
後期高齢者医療保険料3期　町県民税3期

国民健康保険税6期　11月2日 (月) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

介護保険料4期

11月2日 (月) が納期です。

問　保健福祉課　34ー1937

日　時　10月30日(金)　17時～20時

場　所　プラサヴェルデ

　　　　3階コンベンションホールB

　　　　(沼津市大手町1-1-4)

対　象　福祉現場に就職を希望する人

および福祉系学校に進学を希望する人

内　容　採用担当者との面接相談会、

福祉・介護未経験者への就職相談コー

ナーなど

参加費　無料

問　県社会福祉人材センター　

　　　　　　　　 054－271－2110

　すべての一般住宅に

火災警報器の設置が義

務付けられています。

（全国平均81.0%、県平

均76.5％）

　町職員または消防職員が訪問販売な

どを行うことは一切ありません。悪質

な訪問販売には十分注意してください。

　設置義務化から10年が経過し、電池

切れなどで、火災を感知しなくなるこ

とがあるため、10年を目安に交換して

ください。取り付け方など、設置にお

困りの場合はご相談ください。

問　下田消防本部予防課

　　　　　　　　　　　 22－1849

またはホームページ上の入力フォーム

で住所、氏名(ふりがな)、性別、年齢、電話

番号などの必要事項を記入して下記ま

で申し込んでください。

　先着順で、募集人員になり次第締め切

ります。

申込先　〒420-0865

　　　　静岡市葵区東草深町3-18

　　　　静岡市葵生涯学習センター

　　　　http://sgc.shizuokacity.jp/　

問　県立大学企画調整室公開講座担当

　　　　　　　　　054－264－5106

　　　　　　　　　FAX054－264－5099

福祉の就職＆進学フェア

住宅火災の早期発見に

J ICA ボランティア募集

エイズ検査と肝炎検査

学びの機会を広げよう
全国地域安全運動を実施

　独立行政法人国際協力機構（JICA）

では、青年海外協力隊、日系社会青年

ボランティア、シニア海外ボランティ

ア、日系社会・シニアボランティアを

募集しています。

　活動に興味がある人は「体験談&説

明会」にご参加ください。

体験談＆説明会

日　時　10月17日(土)　10時30分～

会　場　県男女共同参画センター

　　　　あざれあ　5階第3会議室

　　　　(静岡市駿河区馬淵1丁目17-1)

問　JICA中部なごや地球ひろば

　　　　　　　　 052－533－0220

　検査前日の16時までに電話予約して

ください。検査は無料・匿名で実施し

ます。

日　時　10月21日(水)

問診・採血　9時～12時(要予約)

結果通知

エイズ検査　14時～17時

肝炎検査　約2週間後

場　所　賀茂保健所1階　相談室

その他　エイズ検査は、感染の心配の

あった日から3カ月後に受けてください。

問　賀茂保健所　地域医療課　

　　　　　　　　　　　 24－2052

　県立大学公開講座の受講生を募集し

ます。テーマは「静岡の地域、くらし、

未来」で、4回連続講座です。

日　時　11月7日、11月14日

　　　　11月21日、11月28日

　　　　いずれも土曜、14時～16時

場　所　静岡市葵生涯学習センター

　　　　女性会館アセイル21

　　　　複合施設1階ホール

　　　　(静岡市葵区東草深町3-18)

定　員　120人(15歳以上の県民を対象)

費　用　無料

受　付　10月16日(金)までに往復ハガキ

日　時　11月1日(日)　10時～15時

場　所　石廊埼灯台(南伊豆町石廊埼)

内　容　石廊埼灯台の一般開放、灯台

用機器の展示、灯台・巡視船・航空機

のペーパークラフト配布、灯台の写真・

資料展示、万国旗展張、海上保安パン

フレットの配布など

問　下田海上保安部　23－0145

　県労働委員会では、労働条件や解雇

などをめぐる労使トラブルを秘密厳守・

無料で解決するお手伝いをしています。

労使間のトラブルに困っている人は、

気軽にご相談ください。

問　東部県民生活センター　

　　　　　　　　 054－951－9144

　夫やパートナーからの暴力、職場で

のセクシャルハラスメントなどに困っ

ていたら電話してください。

期　間　11月16日(月)～22日(日)

平日8時30分～19時　土日10時～17時

相談ナビダイヤル　0570－070－810

問　静岡地方法務局　

　　　　　　　　 054－254－3555

　10月11日(日)から20日(火)までの10日

間、全国地域安全運動が行われます。

この運動は警察をはじめとする地域安

全に関係する団体や機関が連携し、地

域安全活動をさらに強化し、安心して

暮らせる地域社会を実現するために行

うものです。

　下田警察署管内では、振り込め詐欺

をはじめとする特殊詐欺被害防止を重

点に防犯活動を行います。不審な電話

がかかってきたときは、警察に通報し

ましょう。

問　下田警察署管内防犯協会

　　　　　　　　　　　  27－2766

石廊埼灯台を一般公開

女性の人権ホットライン

労使間トラブルを円満解決
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生涯学習だより

はつらつに情報をお寄せください。
NO.40
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に
こ
に
こ
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ミ
リ
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ク
ラ
ブ

親
子
や
き
も
の
作
り
教
室

■編集・発行　河津町笹原78-4　教育委員会社会教育係  34－1117  FAX34-0295　文化の家図書館  34-1115
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夏
休
み
の
思
い
出
に

親
子
で
や
き
も
の
作
り

　

親
子
や
き
も
の
作
り
教
室
が
南
小
図
工
室
で
行
わ
れ
、

幼
児
か
ら
小
学
生
の
家
族
12
組
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

河
津
町
陶
芸
同
好
会
の
み
な
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
茶
碗

や
マ
グ
カ
ッ
プ
、
箸
置
き
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
、
「
ま
た
作
り
た
い

な
」
と
好
評
で
し
た
。

　

作
品
は
11
月
の
町
民
文
化
祭
に
展
示
予
定
で
す
。

ろくろを回したり、粘土をこねたり思い思いの形を作る参加者

海
藻
お
し
ば
教
室

海
藻
で
ア
ー
ト

　

７
月
23
日
と
30
日
に
「
海
藻
お
し
ば
教

室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
町
文
化

協
会
会
長
池
田
静
子
氏
。
参
加
者
10
人
は
、

伊
豆
沿
岸
の
海
藻
を
使
っ
た
海
藻
お
し
ば

ア
ー
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り

の
海
藻
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
広
げ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
や
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
海
藻
の
種
類

に
驚
い
た
」
、
「
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
を

語
り
ま
し
た
。

できあがった作品と一緒に

パステルで絵画制作を楽しむ参加者

　

「
初
め
て
の
パ
ス
テ
ル
画
教
室
」
が
９
月

17
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
講
師
は
河
津

中
美
術
講
師
、自
宅
に
て
絵
画
教
室
を
行
っ

て
い
る
土
屋
知
美
先
生
。
参
加
者
14
人
は

講
師
の
説
明
を
真
剣
に
聞
き
な
が
ら
、
パ

ス
テ
ル
の
感
触
や
色
付
き
を
楽
し
み
な
が

ら
、
絵
画
制
作
を
し
ま
し
た
。
ク
レ
ヨ
ン

と
は
ま
た
違
う
感
覚
に
参
加
者
は
「
面
白

い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
作
品
が
で
き
あ
が
る
か
楽
し
み
で
す
。

人
気
の
パ
ス
テ
ル
画
に
挑
戦

初
め
て
の
パ
ス
テ
ル
画
教
室

生
涯
学
習
講
座

さ
く
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開
講
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平成27年度（後期）　町の社会教育事業

日時・開催場所など事　業　名 教　室　名 内　　　容

成人向け生涯学習講座

成人教育事業

青少年健全育成事業

家庭教育支援事業

社会体育・B&G事業

子どもを育む
地域教育推進事業

「 さ く ら ア カ デ ミ ー 」
パ　 ソ　 コ 　ン 　教 　室

ワード・エクセル表計算など

12／12 (土)

11／19 (木)　南小体育館

11／15 (日)　一般参加

成人男子対象　南小グラウンドほか

１／１ (金)　河津中グラウンド

１／24 (日)　南小スタート　10時～

12／５ (土)　県庁スタート　10時～

12／10 (木)　バスケ3on3
２／３ (水)　卓球ダブルス
３／11 (金)　ミニサッカー

3／2 (水) ～　全5回　河津中PC室

1／10 (日)　河津中体育館　10時～

11／29 (日)　13時～
小中高生の主張発表

河 　津 　町　 成　 人　 式
河津在住・出身の新成人の祝賀

対象：平成7年4月2日～平成8年4月1日生

にこにこファミリークラブ
親　 子　 料　 理　 教　 室

健 康 づ く り ハ イ キ ン グ

ス 　 ポ 　 ー 　 ツ 　 大 　 会

第 4 0 回 元 旦 マ ラ ソ ン 大 会

第44回下田河津間駅伝競走大会

Ｂ ＆ Ｇ ソ フ ト ボ ー ル 大 会

第16回市町対抗駅伝競走大会

河  津  町  教  育  講  演  会

第 1 4 回 青 少 年 の 主 張 大 会 明日を担う青少年の主張

ハイキングで健康づくり

さまざまなスポーツの大会

県内市町が参加する大会

新年の走り初め

河津から下田まで６区間をタ
スキでつなぐ

ソフトボールで交流

親子で楽しい体験教室

保護者・教育関係者・一般町

民向けの講演会

講師

教育評論家　親野 智可等 氏

＊日時、場所、内容などは変更になる場合があります。参加募集は回覧などで行います。

■「文芸かわづ」第15号 (平成28年3月 刊行予定)　

　  作品募集中！

応募資格　町内在住・在勤者

　　　　　または出身者（小学生以上）

作品部門　①一般部門　テーマ　自由

　　　　　②第15号記念特集部門

　　　　　　テーマ「戦後70年によせて」

■ さし絵　募集中！

対　　象　町内の小学校に通う小学１年生～６年生

応募方法　応募用紙または、官製はがきにイラストを

　　　　　描き、町教育委員会へ郵送または直接提出

　　　　　する。色数は、黒１色。イラストの下に、作

　　　　　品名・学校・学年・名前を必ず記入するこ

　　　　　と。応募は１人１枚。作品は返却、返送いた

　　　　　しません。

締　　切　平成27年11月27日(金）

■河津町教育講演会

《テーマ》 親力で決まる！

　　　　　 ～子どもを伸ばすために親にできること～

講　　師　教育評論家

　　　　　親野　智可等（おやの  ちから）氏

日　　時　平成27年11月19日(木)　13時30分～

と こ ろ　河津南小学校　体育館

　　　　　一般の人も入場できます。

【親野　智可等 氏】

　公立小学校で23年間教師を務めた経験と知識を生か

して発行したメールマガジンが評判を呼び、各メディ

アで絶賛される。人気マンガ「ドラゴン桜」の指南役

としても知られる。
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あ
っ
と
い
う
間
に
夏
が
過
ぎ
、

気
が
付
く
と
も
う
10
月
。
日
が
落

ち
る
時
刻
も
早
く
な
り
、
仕
事
を

終
え
て
の
帰
り
道
、
辺
り
は
す
っ

か
り
暗
く
な
り
ま
し
た
。
虫
の
音

が
響
く
中
で
、
つ
い
こ
の
間
ま
で

こ
の
時
間
は
ま
だ
明
る
か
っ
た
の

に
と
思
い
つ
つ
、
季
節
が
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
厳

し
い
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
過
ご
し
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
日

没
後
の
運
転
中
に
は
、
黒
い
服
を

着
た
歩
行
者
に
思
わ
ず
ド
キ
ッ
と

す
る
こ
と
も…

。
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
と
慎
重
な
運
転
を
日
々
心
が

け
て
い
き
た
い
で
す
。　
　

（
ｋ)

し
、
交
際
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
愛
美
さ
ん
の
誕
生
日
７
月

21
日
に
合
わ
せ
た
３
月
21
日
に
入

籍
し
、
め
で
た
く
夫
婦
に
な
り
ま

し
た
。

　

お
互
い
惹
か
れ
た
と
こ
ろ
を
裕

樹
さ
ん
が
「
笑
顔
」、
愛
美
さ
ん

が
「
頼
も
し
い
と
こ
ろ
」
と
少
し

恥
ず
か
し
そ
う
に
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
、

裕
樹
さ
ん
が
愛
美
さ
ん
を
驚
か
せ

よ
う
と
枕
元
へ
置
い
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
、
全
く
気
付
い
て
も
ら
え
な

か
っ
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
失
敗
談
も

笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
て
も
幸
せ
そ
う
な
二
人
で
す
。

　

ま
も
な
く
、
第
一
子
の
出
産
を

控
え
て
い
る
愛
美
さ
ん
。
早
い
時

期
か
ら
名
前
も
決
ま
っ
て
い
る
そ

う
で
、
取
材
中
も
笑
顔
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
裕
樹
さ
ん
、
愛
美

さ
ん
、
新
た
な
家
族
と
と
も
に
、

末
永
く
お
幸
せ
に
。

【
取
材
】
稲
葉
千
穂
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）　

姉妹都市長野県白馬村通信

2015FISサマーグランプリ
ジャンプ白馬大会

優秀な成績を収めた選手達

■発行　河津町役場　〒413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2 0558-34-1111　■編集　まちづくり推進課　■印刷 ㈱栄協　 　

■河津町ホームページアドレス  http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/　■E メール i nfo@town.kawazu.sh izuoka. jp

　

理
想
の
家
庭
を
「
た
わ
い
の
な

い
事
で
、
笑
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う

な
明
る
い
家
庭
」
と
話
す
稲
葉
裕

樹
さ
ん
と
愛
美
さ
ん
夫
婦
は
、
今

年
の
３
月
に
入
籍
し
ま
し
た
。

　

二
人
の
出
会
い
は
中
学
生
の
時
、

お
互
い
陸
上
部
に
所
属
し
、
短
距

離
の
選
手
と
し
て
何
度
も
県
大
会

へ
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
で

話
を
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
「
速
い
子
が
い
る
な
ぁ
」
と
お

互
い
の
存
在
を
知
る
き
っ
か
け
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
卒
業
後
も
高
校
・

大
学
と
陸
上
を
続
け
る
な
ど
、
共

通
点
の
多
か
っ
た
二
人
は
、
昨
年

６
月
、
裕
樹
さ
ん
が
愛
美
さ
ん
を

デ
ー
ト
に
誘
い
意
気
投
合
。
２
回

目
の
デ
ー
ト
で
裕
樹
さ
ん
が
告
白

　８月29日(土) ､30日(日) の
２日間で、今年で13回目と
なるFISサマーグランンプリ
ジャンプ白馬大会が開催さ
れました。また、NBS杯女
子白馬サマージャンプ大会
(ラージヒル) も同時開催さ
れ、国内女子のトップ選手
たちも出場しました。
　今回は、男子においては
初日に作山憲斗選手が３位
に入り、２日目には作山憲

斗選手が優勝、竹内択選手は２位という素晴らしい成績を収めました。
　また、　西紀明選手も出場し惜しくも上位入賞とはなりませんでし
たが、貫禄のあるジャンプを披露し、会場を盛り上げてくれました。
女子においては、伊藤有希選手が見事優勝を飾り連覇を果たしました。

二 

 人

二 

 人 笑顔あふれる
新たなスタート

稲葉  裕樹さん

 愛美さん

（25歳）

（下田地区消防組合河津分署）

（26歳）

（旧姓・肥田　浜松市出身）

ー地区・下佐ヶ野ー

（平成27年3月21日結婚）

Happy Wedding

子どもの誕生を心待ちにしている幸せいっぱいの二人

ゆうき

まなみ
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